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【公表番号】特表2018-525342(P2018-525342A)
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   Ａ６１Ｋ  31/4523   (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  25/30     (2006.01)
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   Ｃ０７Ｄ  451/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/46     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  223/12     　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】令和1年7月1日(2019.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
 式（Ｉ）の構造を有する化合物であって、 

　式中、 環Ａが、１個の窒素環原子を含有する４～７員ヘテロシクロアルキル環、また
は１個の 窒素環原子を含有する７～９員二環式ヘテロシクロアルキル環であり、
 Ｚが、Ｏ、ＮＲ３、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ２であり、
 Ｒ１が、Ｈ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アル
キル、Ｃ０～３アルキレン－Ｃ３～１０シクロアルキル、またはＯ、Ｓ、Ｎ、及びＮ（Ｃ

１～４アルキル）から選択される１もしくは２個のヘテロ原子を有するＣ０～３アルキレ
 ン－Ｃ２～５ヘテロシクロアルキルであり、
 Ｒ２が、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、またはＣＨ３であり、
 Ｒ３が、Ｈ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ０～３アルキレン－Ｃ３～

７シクロアルキル、Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、またはＣ（Ｏ）Ｃ０～３アルキレン－Ｃ

３～７シクロアルキルであり、
 Ｒ４が、ＨまたはＣ１～３アルキルである、化合物、またはその薬学的に許容される塩 
。
【請求項２】
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 環Ａが、１個の窒素環原子を含有する４～７員ヘテロシクロアルキル環または１個の窒 
素環原子を含有する７～９員二環式ヘテロシクロアルキル環であり、Ｚが、Ｏ、ＮＲ３、
 Ｓ、またはＳＯ２であり、Ｒ１が、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、
またはＣ０～３アルキレン－Ｃ３～７シクロアルキルであり、Ｒ２が、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、ま
たはＣＨ３であり、Ｒ３が、Ｈ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ０～３ア
ルキレン－Ｃ３～７シクロアルキル、Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、またはＣ（Ｏ）Ｃ０～

３アルキレン－Ｃ３～７シクロアルキルであり、Ｒ４が、ＨまたはＣ１～３アルキルであ
る 、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
 Ｒ１が、Ｈ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、Ｃ０～３アルキレン－
Ｃ３～１０シクロアルキル、またはＯ、Ｓ、Ｎ、及びＮ（Ｃ１～４アルキル）から選択さ
れる１もしくは２個のヘテロ原子を有するＣ０～３アルキレン－Ｃ２～５ヘテロシクロア
ルキルである、請求項１～２のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項４】
 Ｒ１が、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ヒドロキシアルキル、またはＣ０～３アルキレン
－Ｃ３～１０シクロアルキルである、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
 Ｒ１が、メチル、イソプロピル、ｓｅｃ－ブチル、またはＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３または

である 、請求項３に記載の化合物。
【請求項６】
 Ｒ１が、アゼチジニル、ピロリジニル、ピペリジニル、 ピペラジニル、オキセタニル、
テトラヒドロフラニル、テトラヒドロピラニル、またはモルホリニルである、請求項３に
記載の化合物。
【請求項７】
前記式（Ｉ）の化合物が、式（ＩＩ）の化合物、またはその薬学的に許容される塩であり
、

 式中、 環Ａが、

 からなる群から選択され、
 Ｚが、Ｏ、ＮＲ３、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ２であり、
 Ｒ１が、Ｈ、ＣＨ３、Ｃ（Ｏ）ＣＨ３、
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からなる群から選択され、
 Ｒ２が、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、またはＣＨ３であり、
 Ｒ３が、Ｈ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ０～３アルキレン－Ｃ３～ 

７シクロアルキル、Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、またはＣ（Ｏ）Ｃ０～３アルキレン－Ｃ

３～７シクロアルキルであり、
 Ｒ４が、ＨまたはＣ１～３アルキルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
 前記式（Ｉ）の化合物が、式（ＩＩａ）の化合物、またはその薬学的に許容される塩で
あり、 

 式中、環Ａが

からなる群から選択され、
Ｚが、Ｏ、ＮＲ３、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ２であり、Ｒ１が、Ｈ、ＣＨ３、Ｃ（Ｏ）ＣＨ

３、

 からなる群から選択され、
Ｒ３が、Ｈ、Ｃ１～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ０～３アルキレン－Ｃ３～７

シクロアルキル、Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、またはＣ（Ｏ）Ｃ０～３アルキレン－Ｃ３

～７シクロアルキルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
 環Ａが、
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からなる群から選択される、請求項１～８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ２がＨである、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
 Ｒ１が、

 からなる群から選択される、請求項１～１０に記載の化合物。
【請求項１２】
 環Ａが、

 からなる群から選択され、Ｚが、ＯまたはＮＲ３であり、
Ｒ１が、

 からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項１３】
 前記式（Ｉ）の化合物が、式（ＩＩＩ）の化合物、またはその薬学的に許容される塩で 
あり、

 式中、Ｚが、Ｏ、ＮＲ３、Ｓ、ＳＯ、またはＳＯ２であり、
Ｒ１が、
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 からなる群から選択され、
Ｒ２が、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、またはＣＨ３であり、
Ｒ３が、Ｈ、Ｃ １～６アルキル、Ｃ１～６ハロアルキル、Ｃ０～３アルキレン－Ｃ３～

７シクロアルキル 、Ｃ（Ｏ）Ｃ１～６アルキル、またはＣ（Ｏ）Ｃ０～３アルキレン－
Ｃ３～７シクロアルキルであり、
Ｒ４が、ＨまたはＣ１～３アルキルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１４】
 Ｚが、Ｏ、ＮＲ３、Ｓ、またはＳＯ２であり、
Ｒ１が、

からなる群から選択される、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
 請求項１に記載の化合物であって、
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からなる群から選択される構造を有する、化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１６】
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からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項１７】

からなる群より選択される構造を有する化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか一項に記載の化合物、またはその薬学的に許容される塩と、
薬学的に許容される担体とを含む、薬学的組成物。
【請求項１９】
　フリードライヒ失調症、筋強直性ジストロフィー、脊髄性筋萎縮症、脆弱性Ｘ症候群、
ハンチントン病、脊髄小脳失調症、ケネディ病、筋萎縮性側索硬化症、ニーマン・ピック
病、ピット・ホプキンス病、球脊髄性筋萎縮症、及びアルツハイマー病、癌、炎症性疾患
、記憶障害状態、前頭側頭型認知症、または薬物依存症からなる群より選択される神経学
的障害の治療に用いられる、請求項１乃至１７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２０】
　フリードライヒ失調症の治療に用いられる、請求項１乃至１７のいずれか一項に記載の
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化合物。
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